







その他のタイトル A Contrastive Study of Self-Disclosure in
Japanese and Chinese Female Students :





































































































































































人）28 名（平均年齢 25.0 歳）と中国語母語話者（以下，中国人）28 名（平
均年齢 25.8 歳）が調査に参加した。全員女性である。女性を対象とするのは，
女性のほうが男性より自己開示度が高いという調査結果があること（Aries & 












　日本人同士 14 組，中国人同士 14 組に「人生の目的（以下，目的）」と「好
きなファッション（以下，ファッション）」という 2 つの話題でそれぞれ 15







　話題の選定に当たっては予備調査を行った。日本人学生 25 名・留学生 11
名に 23 の話題を提示し，話し易さを評定してもらった結果，話し易くかつ開
示される自己の側面の違いを反映しやすいと考えられる「目的」と「ファッ




















































話題 出身国 N 平均値 標準偏差 ｔ　値
目的 知的自己開示 日　本 28 4.48 3.32  .03
 中　国 26 4.45 2.43
情緒的自己開示 日　本 28 .69 1.16 2.31 ＊ 日本＜中国
 中　国 26 1.79 2.21
身体的自己開示 日　本 28 1.49 1.15 1.30
 中　国 26 1.11 .99
社会的自己開示 日　本 28 10.27 5.22 1.32
 中　国 26 12.13 5.08
応答的自己開示 日　本 28 1.34 .97 1.48
 中　国 26 1.00 .73
共感的自己開示 日　本 28 4.96 2.83 5.75 ＊＊＊ 日本＞中国
 中　国 26 1.41 1.42
ファッション 知的自己開示 日　本 28 .07 .24 1.58
 中　国 26 .00 .00
情緒的自己開示 日　本 28 .49 1.36  .23
 中　国 26 .41 1.03
身体的自己開示 日　本 28 7.00 2.90 2.77 ＊＊ 日本＞中国
 中　国 26 4.89 2.67
社会的自己開示 日　本 28 9.64 5.23 3.31 ＊＊ 日本＜中国
 中　国 26 14.81 6.20
応答的自己開示 日　本 28 2.02 1.74 3.29 ＊＊ 日本＞中国
 中　国 26 .83 .60
共感的自己開示 日　本 28 5.44 2.63 5.11 ＊＊＊ 日本＞中国
 中　国 26 2.07 2.15













































 1 2 3 4 共通性
【控え目配慮】α＝ .86
押し付けない .67 .05 -.10 .14 .48
相手に不都合なことには言わない .64 .12 -.34 .05 .55
自慢は避ける .62 -.03 .03 .09 .40
相手の興味に注意 .60 .33 .16 -.21 .54
慰めたり励ましたりする .60 .47 .02 .13 .60
相手の本音を推測 .57 .40 .20 -.01 .53
にこやかにする .56 .36 .13 -.21 .51
プライベートな質問はしない .49 .05 -.20 .26 .35
最後まで熱心に聞く .47 .21 -.06 .19 .31
相槌・うなずきを多用 .47 .14 .13 .03 .26
共感を示す .47 .27 .21 .06 .35
相手の話への興味を示す .45 .07 .25 -.09 .28
【積極的関与配慮】α＝ .74
有益な助言をする .14 .80 .19 .22 .75
積極的にほめる .06 .64 .17 .08 .45
共通点のある話をする .17 .49 -.14 -.02 .30
リラックスした雰囲気作り .16 .48 .06 -.07 .27
意見感想を尊重する .32 .39 -.14 .03 .28
【本音配慮】α＝ .76
個人的なことでも積極的に話す -.01 -.20 .69 .04 .53
否定的意見でも遠慮しない .06 .21 .64 -.16 .49
遠慮せず本音を言う -.10 .20 .63 -.20 .49
相手と異なる意見でも率直に言う .02 .28 .58 -.27 .49
相手の個人的な話には返報する .15 -.08 .53 .16 .34
【感情抑制配慮】α＝ .55
意見感想をはっきり言う（逆転） .20 .37 .19 -.59 .56
感情を抑える .17 .14 -.02 .58 .39
聞き役になる .30 .33 -.07 .55 .51
















































  .76 10.78 ＊＊   .67
＊ p<.05  ＊＊ p<.01  ＊＊＊ p<.001
表 6　交互作用が有意であったものの下位検定結果
配慮
出身国要因 F（1，52） 話題要因 F（1，52）
目　的 ファッション 日　本 中　国
控え目配慮 4.36 ＊ 30.67 ＊＊＊ 4.37 ＊＊＊ .28























































1.0 以上を基準として 2 因子を得た（表 7 参照）。
表 7　自己開示後の精神的効果に関する因子分析結果
 1 2 共通性
【理解深化】α＝ .82
相手への理解が深まった .95 .23 .96
自分のことを深く理解してもらえた .67 .28 .52
他人の意見考えが聞けて参考になった .66 .28 .52
気持ちが整理できた .47 .33 .34
【感情浄化】α＝ .83
ストレス解消になった .19 .76 .62
元気が出てきた .26 .72 .59
親近感が増した .43 .63 .59
他人も同じことを知り安心した .43 .52 .46
寄与率（％） 31.42 26.46 57.88



































 .23 1.56 3.23 †




出身国要因 F（1，52） 話題要因 F（1，52）
目　的 ファッション 日　本 中　国
理解深化 .67 7.74 ＊＊ 3.11 ＊＊ .11
感情浄化 .16 1.49 2.04 ＊ .41











































たもののみ表 10・表 11 に示す。
一二三　朋　子90
表 10　重回帰分析結果：日本人
説明変数 標準化係数 目的変数 R2 乗値
（相手）知的自己開示  .27 †
感情抑制配慮 .14 ＊
（相手）応答的自己開示 -.29 ＊
感情抑制配慮 -.32 ＊ （自分）応答的自己開示 .10 †
（自分）情緒的自己開示  .22 †
理解深化 .15 ＊
（自分）共感的自己開示  .26 ＊
（自分）知的自己開示  .35 ＊
感情浄化 .17 ＊
（自分）共感的自己開示  .42 ＊＊
† p<.10　＊ p<.05  ＊＊ p<.01  ＊＊＊ p<.001
表 11 重回帰分析結果：中国人
説明変数 標準化係数 目的変数 R2 乗値
積極的関与配慮 -.47 ＊＊ （自分）知的自己開示 .14 ＊
感情抑制配慮 -.46 ＊＊＊ （自分）身体的自己開示 .15 ＊
積極的関与配慮  .39 ＊＊＊
（自分）社会的自己開示 .17 ＊
感情抑制配慮 -.28 ＊
感情抑制配慮  .34 ＊ 応答的自己開示 .09 †
（相手）知的自己開示  .41 †
理解深化 .12 †（相手）身体的自己開示  .40 ＊
（相手）共感的自己開示  .49 ＊＊
（相手）共感的自己開示  .53 ＊＊＊ 感情浄化 .19 ＊
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